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・エレベーターの定期検査（法定検査）は、昇降機の専門知識を持った昇降機検査資格者又は、それ
　相当の資格を持った人が行って下さい。
　間違った定期検査を行うと、思わぬ事故につながる事があります。

・検査に当たっては、検査対象の機械を理解し、本資料の参考写真の元、測定箇所を十分確認して、
　正しく判定して下さい。

・作業中は必ず電源を切ってください。やむを得ず電源を入れたまま作業する場合は、通電部・回転部
　に十分配慮し作業を行ってください。

・定期検査作業の中で要重点点検や要是正と判定された項目においては、速やかに保全工事を実施
　して下さい。

・保全、修理部品は必ず正規品と交換してください。

・本資料は予告せず更新します。
　検査前には、必ず当社ホームページで内容を確認してください。

・間違って理解されて検査し、その事が原因による事故・故障において、当社は責任を負いません。

・検査人は現場の状況（利用頻度など）をも把握して、適切な状態を維持して下さい。

・各巻上機に使用されるメインロープ径においては、公称径の９３%以上あることとする。

・本資料の内容は、当社が施工した機種のみ搭載しています。

・エレベーターの修理においては、決まっている正規の純正品で対応して下さい。

・電気回路の絶縁測定は接地線を外して測定して下さい。

・本資料は巻上機の検査基準と二重ブレーキ装置（ＵＣＭＰ）について、説明しています。
　その他の検査部位・耐震基準等については、定期検査業務基準書2010と昇降機技術基準の
　解説2009の内容に準じて判定して下さい。

・設置されている機械の調整や部品交換は各マニュアルを参照してください

・本資料に搭載されている参考写真はあくまでも参考だけにして頂き、実際は各機種を
　型式で確認して下さい。

巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ 作業に当たっての注意事項

必ず読んで下さい。

エレベーターを検査される作業員の皆様へ。

補足



1.0 080710 全 馬渡 森田

2.0 121201 船崎 森田

3.0 150501 船崎 森田

【改訂履歴表の見方】
制定時をＶｅｒ.１.０　　大改訂ごとにＶｅｒ.2.0　Ｖｅｒ.3.0…とする。
バージョンナンバー（例） Ｖｅｒ.1.0（第１版の０印刷目）
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Ｖｅｒ 制定/改訂 改訂項目 改訂内容 承認 作成

巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ 改訂履歴

*制定初版

機種追加

機種追加・見直し

目次の体系が見直しされた場
合、新しい版数を表示

大改訂以外の場合、新
しい版数を表示



ウォームギア巻上機

　ＫＴＭシリーズ

写真はＫＴＭ－165

写真はＫＴＭ－３０Ｆ

ライニングの厚み
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＫＴＭ－３０・ＫＴＭ７５



メインシーブロープ溝摩耗について

ＫＴＭシリーズ

メインシーブ溝は、３ｍｍ摩耗が進んだら、メインシーブ交換の目安としてください。
測定寸法δ が規定値になったら、交換してください。

表１ 単位；ｍｍ
ロープ径（ｄ） ｈ１ ｈ２ ｈ３ δ 【要是正】

１０５°アンダーカット溝 10.0 1.6 3.4 0.5
３５°ＵＶカット溝 ― ― ― ―
１０５°アンダーカット溝 12.0 1.6 4.4 1.5
３５°ＵＶカット溝 12.5 2.5 3.5 0.5
１０５°アンダーカット溝 14.0 1.6 5.4 2.5
３５°ＵＶカット溝 14.0 3.0 4.0 1.0
１０５°アンダーカット溝 16.0 1.6 6.4 3.5
３５°ＵＶカット溝 16.0 4.0 4.0 1.0
１０５°アンダーカット溝 18.0 1.6 7.4 4.5
３５°ＵＶカット溝 18.0 4.0 5.0 2.0
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Φ１２

Φ１４

Φ１６

Φ１８

*　各ロープの不均等摩耗は１ｍｍ以下であること。
*　ロープ溝内に肉眼で確認できるロープ跡が無い事。

巻上機検査基準
メインシーブ

株式会社エレベータシステムズ 溝摩耗

Φ１０



ＫＴＭシリーズ

ブレーキライニング摩耗について
ブレーキライニングは厚みＴを上・中・下の３ヶ所測定し下記表に従う。

表２ 単位；ｍｍ

ドラム径 初期厚み
ＰＣＭ

【要重要点
検】

ＶＦＭ
【要重要点検】 要是正

230 6 4.8 4.4 4
240 6 4.8 4.4 4
240 6 4.8 4.4 4
240 6 4.8 4.4 4
240 6・8 4.8 4.4 4
270 6 4.8 4.4 4
250 6 4.8 4.4 4
300 8 6 5.5 5
320 8 6 5.5 5
320 8・６ 4.8 4.4 4
360 8 6 5.5 5
400 9・10・8 6 5.5 5
400 9・10・8 6 5.5 5
220 8・６ ー 4.4 4
240 6 4.8 4.4 4
220 8 ー 5.5 5
240 8・6 ー 4.4 4
270 6 4.8 4.4 4
290 10 ー 6.6 6
290 6 ー 4.4 4
290 10 ー 6.6 6
290 6 ー 4.4 4

*ＰＣＭ＝ポールチェンジモータ
*ＶＦＭ＝ＶＦモータ

　*左右のブレーキライニングを上・中・下
　の３か所測定する。
　一番厚みが少ない部分で判定。
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機種

ＫＴＭー２３
ＫＴＭー２６
ＫＴＭ－２８
ＫＴＭー３２
ＫＴＭー３６

巻上機検査基準
ＫＴＭブレーキ

株式会社エレベータシステムズ ライニング摩耗

ＫＴＭー１６５
ＫＴＭー１９０
ＫＴＭー３０Ｆ
ＫＴＭー３２Ｆ
ＫＴＭー３５Ｆ
ＫＴＭー３８Ｆ

ＫＴＭー３９
ＫＴＭー４５
ＫＴＭー５５
ＫＴＭー７５
ＫＴＭー８５
ＫＴＭー１３０

ＫＴＭー４２Ｆ
ＫＴＭー４５Ｆ
ＫＴＭー５０ＦＢ
ＫＴＭー６０Ｆ
ＫＴＭー６０ＦＢ



ヘリカルギア巻上機

　ＫＡＶシリーズ

コンビストップ ブレーキタイプとサイズを確認

　　　このゴムカバーを外す。

　　この部分の隙間が、ライニングの
残存厚みです。

*最低でも３か所以上測定し。一番
厚みが少ない部分で判定する。
*測定後、ゴムカバーは所定の位置
に戻すこと。
異物混入の原因となります。

ブレーキライニングの初期厚みは、最大摩耗量＋最小ライニング厚さとなります。

要是正となるライニングの残存厚みは最小ライニング厚さになります。

要重点点検となるライニングの残存厚みは最大摩耗量に
対して５０％減った値となります。
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＫＡＶ
コンビストップ



ブレーキライニング摩耗について
ＫＡＶシリーズ（ヘリカルギア）

コンビストップ ひょ

表３

コンビストップは、入力電源がＯＦＦの時圧力スプリングがアーマチュアをライニングに
押しつけ、ハブを介して回転軸に制動力・保持力を伝達し、入力電源がＯＮの時、
マグネットの磁力がアーマチュアをマグネット側にひきよせ、制動力・保持力を開放します。

メインシーブの摩耗限界

ＫＡＶシリーズのメインシーブ摩耗限界はＰ３の表１に準ずる。
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ブレーキタイプとサイズを確認

巻上機検査基準
ＫＡＶ

株式会社エレベータシステムズ ブレーキライニング摩耗
メインシーブ溝摩耗

（タイプ３１） （タイプ０８）



ウォームギア巻上機
ＳＫＥシリーズ

写真はＳＫＥ－６００Ｆ２

　ブレーキコイル
　　ライニング

写真はＳＫＥー４５０Ｆ

ブレーキ拡大図

　　ライニング残存厚み
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＳＫＥ－６００Ｆ２
ＳＫＥ－４５０Ｆ



ヘリカルギア巻上機
ＳＨＧシリーズ

写真はＳＨＧ－５００

写真はＳＨＧー５００

ブレーキ拡大図

　　ライニング残存厚み
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＳＨＧ－500



ウォームギア巻上機
　　　　　　　　　ＳＨＲシリーズ

写真はＳＨＲ－4000Ａ

　アーム

ブレーキ拡大図

　ドラム

　ライニングの
　残存厚み
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＳＨＲ－４０００Ａ



ウォームギア巻上機
　　　　　　　　　ＳＨＲシリーズ

写真はＳＨＲ－600

　ライニング位置

　アーム

パット拡大図

　隙間の寸法を
　測定

　ドラム

　ブレーキライニング（下）

　アーム
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＳＨＲ－600
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巻上機検査基準
ＳＫＥ・ＳＨＧ

株式会社エレベータシステムズ シーブ溝摩耗



メインシーブロープ溝 Ｖ溝

お客様の指示・意向により、Ｖ溝シーブが出荷されている時期があります。
基本的にアンダーカット溝を標準出荷としているが、判定する前に必ず溝の形状を確認してください。

Ｖ溝は初期の状態であれば、摩擦力が強いので、おもりとのバランスが崩れていても、
ある程度滑ることなく駆動しますが、摩耗してくるとアンダーカット溝と同等又は同等以下になります。
設置時カゴとつり合いおもりとのバランスは５０％としたとき、Ｖ溝シーブは下記表を基準に交換と
判定してください。

ブレーキライニング交換時期
要是正になる前に交換してください。

表４
初期厚さ 要重点点検 要是正

１０ｍｍ ９ｍｍ ８.５ｍｍ
６ｍｍ ５ｍｍ ４.５ｍｍ
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Ｖ溝
ロープ径 要是正値(出代）
12ｍｍ 1.7ｍｍ 1.5ｍｍ

巻上機検査基準
ＳＫＥ・ＳＨＧ

株式会社エレベータシステムズ ブレーキライニング摩耗
シーブ溝摩耗（Ｖ溝）

要重点点検値（出代）

マシン　型式
ＳＫＥ-４００　・ＳＫＥ-５００　　

８ｍｍ ７ｍｍ ６ｍｍ
ＳＫＥＤ-５００　

14ｍｍ 1.2ｍｍ 1ｍｍ
16ｍｍ 2.2ｍｍ ２ｍｍ

ブレーキライニング摩耗について

ＳＫＥ・ＳＨＧシリーズ

ＳＫＥ-１０００　・ＳＫＥ-１５００
ＳＨＧ－７５０－２Ａ

ＳＫＥ－４００Ｆ　・ＳＫＥ－４５０Ｆ　・ＳＨＧ５００　

８ｍｍ ７.５ｍｍ ７ｍｍ

ＳＨＧ－７５０
ＳＫＥ－５００Ｆ　・ＳＫＥ－６００Ｆ　・ＳＫＥ－７５０
ＳＫＥ－７５０Ｆ　・ＳＫＥ－８００Ｆ　・ＳＫＥ－８５０Ｆ
ＳＫＥ－４５０Ｆ２　・ＳＫＥ６００Ｆ２　
ＳＫＥ－８００Ｆ２　・ＳＫＥ９５０Ｆ２



頁
制定 080710 改訂 150501 13

42

巻上機検査基準
ＳＨＲ・ＳＫＷ

株式会社エレベータシステムズ シーブ溝摩耗



頁
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42

巻上機検査基準
ＳＨＲ・ＳＫＷ

株式会社エレベータシステムズ シーブ溝摩耗



頁
制定 080710 改訂 150501 15

42

巻上機検査基準
ＳＨＲ・ＳＫＷ

株式会社エレベータシステムズ ブレーキライニング摩耗



頁
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42

巻上機検査基準
ＳＨＲ

株式会社エレベータシステムズ ６００・９００・１２００
ライニング摩耗



頁
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42

巻上機検査基準
ＳＨＲ

株式会社エレベータシステムズ ６００・９００・１２００
ライニング摩耗
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42

巻上機検査基準
ＳＨＲ

株式会社エレベータシステムズ ６００・９００・１２００
ライニング摩耗
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42

巻上機検査基準
ＳＨＲ・ＳＫＷ

株式会社エレベータシステムズ ライニング摩耗



薄型巻上機
ＳＳＥ４シリーズ

*メインシーブ溝摩耗限界はＰ３・表１に準ずる。

ブレーキライニング
ブレーキスイッチ
点検口

ライニング拡大図

　　バックプレート

　　初期高さ（初期厚み）
　　測定部

頁
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42

巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＳＳＥ４



薄型巻上機　　ブレーキライニング

ＳＳＥ４シリーズ　　ブレーキライニング摩耗について

１・対象機
　　　フラット型エレベータモータ ブレーキ型式
　　　型式　　：　　ＳＳＥ４－*******－Ｆ** ＥＮＤＢ　１２８Ｌ（Ｒ）-**

２・ブレーキ保持力の認定について
　　　ブレーキ釈放状態（ブレーキ電源をＯＦＦし、ブレーキ保持力を発生される状態）でモーターに通電し
　　　モーター回転トルクを発生させ、パルスゼネの回転信号を用いてブレーキのスリップを監視すること
　　　によりブレーキ保持トルクを確認してください。

３・ブレーキライニングの残存厚みについて
　　　ブレーキライニングは摩耗限界前に交換して下さい。
　　　摩耗限界はブレーキライニング中心部高さ寸法で確認してください。

・測定部

右・左側とも測定し片方でも摩耗していたら、要是正値前に交換して下さい。

メインシーブ摩耗限界について

メインシーブに関しては、ＫＴＭシリーズの
105°アンダーカット溝と同様の為その表に準ずる。
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巻上機検査基準
薄型巻上機

株式会社エレベータシステムズ ブレーキライニング摩耗

初期高さ＝29.5ｍｍ

要重点点検＝29.0ｍｍ

要是正＝28.5ｍｍ



置き型巻上機

ＤＢタイプ=ＤＢ－５４１０ *メインシーブ摩耗限界はＰ３・表１に準ずる。
ＥＣタイプ＝ＥＣ－５４２０・５４２１ ブレーキ

ディスク

パット拡大図

　　パッド
　　ライニング残存厚み
（測定隙間）

　　ディスク
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＥＣ・ＤＣ　タイプ



置き型巻上機

*メインシーブ摩耗限界はＰ３・表１に準ずる。

　　主シーブ
　　モータ

パット拡大図

　　ディスク
　　ライニング

　　ライニングの残存厚み
(測定隙間）
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巻上機検査基準
参考写真

株式会社エレベータシステムズ ＺＲＳ３Ｓ－ＺＦＰＳ
ＺＲ３Ｋ－ＺＦＰＳ



置き型巻上機
ブレーキライニング摩耗
・ＤＢ－５４１０ＥＦ ・ＥＣ－５４２０ＥＦ ・ＥＣ－５４２１

ライニング摩耗代の確認
　必ずライニング摺動面の溝（1.5ｍｍ）が無くならないうちに交換して下さい。
参考写真の測定隙間寸法により判定する。

ディスク摺動面の確認
　ディスク摺動面に油類の付着や錆・荒れ等が無いか確認してください。
油類の汚れがある時は、アセトンまたはシンナーなどで拭き取ってください。
又、錆・荒れ等はサンドペーパーで軽く磨いて下さい。

メインシーブ摩耗限界について

メインシーブに関しては、ＫＴＭシリーズの
105°アンダーカット溝と同様の為その表に準ずる。
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型式 摩耗なし 要重点点検 要是正（交換）
ＤＢー５４１０ 4.5ｍｍ 4ｍｍ 3.5ｍｍ

巻上機検査基準
置き型巻上機

株式会社エレベータシステムズ ライニング摩耗

ＥＣ－５４２０・５４２１ 6ｍｍ 5.5ｍｍ 5ｍｍ



扁平型モータ巻上機
　３０Ｌ型 　　　２０Ｌ型

　シーブ
　ライニング

　アーム

ドラム

パット拡大図

ライニング

　ライニングの
　残存厚み

*メインワイヤーの油分が染み出て
来ると、油がドラムに付着し正常な
ブレーキトルクが保持できないことが
あります。
定期的にドラムに付着する前に
油分をふき取ること。

*シーブの摩耗についてはＰ３の表１に準ずる。
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巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ 扁平型巻
３０Ｌ型・２０Ｌ型

*ブレーキライニングについては、初期厚み＝６.３ｍｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要重点点検＝５.５ｍｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要是正＝5.0ｍｍ



薄型巻上機フラット３
マシンの外観写真

・エアーギャップ測定位置
カゴが停止している時
シクネスゲージを差し込む。

・防塵カバーを外し、矢印位置すべて
の位置で測定し最大値をＥとして
計算。
（左右のブレーキ共同じ）

ブレーキ外観写真 ブレーキタイプ・・・ＥＮＢ３００ＣＰ－０２

構造上ブレーキライニングを直接測定できない為、計算式にて残存厚みを出す。
Ｅ－0.25 Ａ＝残存厚み

2 Ｅ＝エアーギャップ 初期のエアーギャップ＝0.25

要重点検・・Ａ＝２.９ｍｍ
要是正・・・・Ａ＝２.８ｍｍ
*シーブ溝摩耗についてはＰ３の表１に準ずる。
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Ａ＝3.0- （ｍｍ）

巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ フラット３



Ｍ・Ｓ、　ピット置き型

・主策の出代０.４ｍｍ以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要重点点検＝３，０ｍｍ・不均等摩耗１ｍｍ以下

・縄痕無き事
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巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ キレイシリーズ

ブレーキライニング ・要重点点検値＝９ｍｍ
・要是正値＝８.０ｍｍ

シーブ溝摩耗基準



ＷＩＮ３０００巻上機 （機械室無し用・主ロープ１０ｍｍ）

・主策の出代０.４ｍｍ以上
・不均等摩耗１ｍｍ以下
・縄痕無き事
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巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ ナオテックギアレス

ブレーキライニング ・要重点点検値＝９ｍｍ
・要是正値＝８.５ｍｍ

シーブ溝摩耗基準



ＢＷ巻上機 （機械室無用・荷物用）

セコム西部

セコム西部

・主策の出代 1.4ｍｍ以上(12mmワイヤー使用時)
・不均等摩耗１ｍｍ以下
・縄痕無き事
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巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ ナオテックウォームギア
ＢＷ系

ブレーキライニング ・要重点点検値＝７ｍｍ
・要是正値＝６ｍｍ

シーブ溝摩耗基準



ＷＹＪ２５０型

・主策の出代０ｍｍ以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要重点点検＝３，０ｍｍ・不均等摩耗１ｍｍ以下

・縄痕無き事
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巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ ＷＹＪ２５０

ブレーキライニング ・要重点点検値＝４ｍｍ
・要是正値＝３ｍｍ

シーブ溝摩耗基準



ＭＲ－Ｄ（６００・１０００） （頂部機械室設置用・主ロープ１２ｍｍ）

　参考写真はＭＲーＤ　１０００

　参考写真はＭＲーＤ　１０００

ＭＲ－Ｄ　６００のブレーキライニング
初期厚み　　　＝１０ｍｍ
要重点点検値＝９ｍｍ
要是正値　　　＝８ｍｍ

ＭＲ－Ｄ　１０００のブレーキライニング
初期厚み　　　＝８ｍｍ
要重点点検値＝７ｍｍ
要是正値　　　＝６ｍｍ

・主策の出代1.5ｍｍ以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要重点点検＝３，０ｍｍ・不均等摩耗１ｍｍ以下

・縄痕無き事
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シーブ溝摩耗基準

巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ ナオテックギアレス



ＲＡ２３Ｄ
ここから

写真

ここまで

ここから

写真

ここまで

・主策の出代1.5ｍｍ以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要重点点検＝３，０ｍｍ・不均等摩耗１ｍｍ以下

・縄痕無き事
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巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ ナオテック
ＲＡ２３Ｄ

ブレーキライニング ・要重点点検値＝7ｍｍ
・要是正値＝6ｍｍ

シーブ溝摩耗基準



型式 ＳＨＤ３００－Ｐ００１
ここから

写真

ここまで

ここから

写真
ＳＮＢ　５Ｋは空隙調整機構がない
為、限界空隙寸法値になる前に
ブレーキライニングを交換する事となる。

・電源遮断し、空隙測定

ここまで

・基準を設けない。主ロープ１２Φ
・主ロープ径公称の９３%以上での使用に限る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要重点点検＝３，０ｍｍ・不均等摩耗１ｍｍ以下
・縄痕無き事
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巻上機検査基準
巻胴式巻上機

株式会社エレベータシステムズ ブレーキ　SNB　５Ｋ
ＳＨＤ３００－Ｐ００１

ブレーキ型式＝ＳＮＢ　５Ｋ

空隙　　 ・要重点点検値＝0.5ｍｍ以上
・要是正値＝0.6ｍｍ以上
・限界空隙寸法＝0.65ｍｍ

シーブ溝摩耗基準



型式 SK50-2、SK100-2A、SK200-2A、SK300-2A、SK400-2A
SK50-4A、SK100-4A、SK200-4A、SK300-4A

SK50-2、4A
SK100-2A,4A
SK200-2A,4A
SA300-2A,4A
SK400-2A

・メインシーブ摩耗限界は現場ごとの計算が必要となるため、数値での判定は
出来ません。Ｖアンダー溝の摩耗が進行するとアンダーカット溝より滑りやすく
なります。最大積載量をカゴに乗せ、問題ないことを確認してください。
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4.5ｍｍ

巻上機検査基準株式会社エレベータシステムズ 小荷物専用昇降機

5.5ｍｍ 5ｍｍ

メインシーブ溝摩耗限界

ブレーキライニング

型式 要重点点検値 要是正値
4.5ｍｍ 4ｍｍ
4.5ｍｍ 4ｍｍ

5.5ｍｍ



ＳＩＣＯＮー４０００　　ＵＣＭＰ検査方法
戸開走行保護装置【UCMP】の検査項目(常時型） ーテストモード有ー

テストモードが無い場合はＰ３５～Ｐ３７同様です。

注意）戸開走行保護装置（UCMP）は大臣認定を取得しており、大臣認定を受けた部品及び機器・仕様の
　　　変更は認めらていません。機器や部品を交換する場合、認定品の部品と交換する必要があります。

　　
　　　UCMPが設けられているエレベーターでは、下記の検査が必要となります。
　　　戸開走行保護装置が設けられたエレベーターの制御盤（UCMP盤）には、UCMPの型式及び
　　　大臣認定番号が表示されているので確認して下さい。
　　　尚、UCMPの型式及び大臣認定番号により検査項目や基準値が異なるので、注意して下さい。

【主な対象機種認定番号】
　（ENNNUN-0331）（ENNNUN-0332）（ENNNUN-0412）（ENNNUN-0414）（ENNNUN-0388）
　（ENNNUN-0394）（ENNNUN-0400）（ENNNUN-0406）（ENNNUN-0603）（ENNNUN-0612）
　（ENNNUN-0809）（ENNNUN-0816）（ENNNUN-0946）（ENNNUN-0947）
　（ENNNUN-1257） 認定番号が合っていても、テストモードが無い場合は、手順が異なります。

１、ブレーキ制動距離測定

　（１）規定値
　制御盤に貼り付けしてある基準値ラベルを確認してください。
　制動距離が規定値以下で停止していることを確認してください。
　年次変化量が規定値以下であることを確認してください。

　（２）測定手順

①カゴを最上階にして、　UMCB-4000Zi-Bの切替えスイッチを『INS』へ切替える。
②かご内は無負荷状態にし、最上階より手動運転にて500ｍｍ程度下降させる。
③UMCB-4000Zi-BのAOPP-4000にて『UCMPTest』モードに設定する。
④UMCB-4000Zi-Bの切替えスイッチを『AUTO』へ切替えレべリング（検査速度）させる。
⑤特定距離感知スイッチがONした時（床前75ｍｍ）にマグネットが遮断され、かごは急停止する。
⑥最上階床面とかご床面の段差距離を測定し計算する。（図１）
⑦AOPP-4000には『JODM Error 1』と表示される。
⑧測定後、UMCB-4000Zi-Bの切替えスイッチを『INS』へ切替える。
⑨UMCB-4000Zi-BのAOPP-4000にて『AUTO』モードに設定する。
⑩UMCB-4000Zi-Bの切替えスイッチを『AUTO』へ切替え、レべリングさせる。

　このテストを3回実施し、平均値を制動距離としてください。

注意）試験終了後、毎回必ずUCMP盤のリセット釦を10秒程度長押して復旧して下さい。
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巻上機検査基準
ＳＩＣＯＮ-４０００

株式会社エレベータシステムズ ＵＣＭＰテスト



２、ブレーキ動作感知装置

　①外観状況
　　目視により確認し、破損・損傷など異常がないことを確認する。

　②取付状況
　　目視によるチェックマークの確認。緩みが無いことを確認する。

　③動作確認
　　ブレーキを動作させ接点信号を確認する。ブレーキスイッチがON-OFF動作することを確認する。
　　
　【図１】

【制動距離＝75mm-測定距離(mm)】 *停止位置がレベルより上の場合は測定値に75mm
を+する。
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巻上機検査基準
ＳＩＣＯＮ-４０００

株式会社エレベータシステムズ ＵＣＭＰテスト



ＳＩＣＯＮー２００１　　ＵＣＭＰ検査方法
戸開走行保護装置【UCMP】検査項目（待機型編）

　注意）戸開走行保護装置（UCMP）は大臣認定を取得しており、大臣認定を受けた
　　　　部品及び機器・仕様の変更は認められていません。機器や部品を交換する場合、
　　　　認定品の部品と交換する必要があります。

制御盤に貼り付けしてある
注意銘板

　　　　UCMPが設けられているエレベーターでは、下記の検査が必要となります。
　　　　戸開走行保護装置が設けられたエレベーターの制御盤（UCMP盤）には、UCMPの
　　　　型式及び大臣認定番号が表示されているので確認してください。
　　　　尚、UCMPの型式及び大臣認定番号により検査項目や基準値が異なるので注意下さい。
　　　　
【対象機種認定番号】
　（ENNNUN-０６６４）

　１、ブレーキ制動距離測定
　　
　　（１）規定値

　　　　制御盤に貼り付けしてある基準値ラベルを確認してください。
　　　　制動距離が規定値以下で停止していることを確認してください。
　　　　年次変化量が規定値以下であることを確認してください。

　　（２）測定手順

　　①　OPP-2000でOPPAUTOモードに切り替えてください。
　　　　最上階の1つ下の階へ移動させて下さい。

　　※かご内は無負荷状態であることを確認してください。
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巻上機検査基準
ＳＩＣＯＮ-２００１

株式会社エレベータシステムズ ＵＣＭＰテスト



　　②　かご扉及び乗場扉が閉まった状態で安全をOFFします。
　　　　この時に、INSへ切り替えると扉が開いてしまうので注意して下さい。

　・安全スイッチをOFFします。 ・INSへ切り替えないでください。×

　　③　制御盤内にあるEMR-100J基板上のJ32コネクターを抜きます。（図1）
　　　　抜いたコネクターに専用の短絡コネクターを差し込みます。（図2.3）

　【図1】 　　【図2】 　　　【図3】

　　④　安全スイッチをONします。
　　　　OPP-2000でOPPAUTOモードのままで、
　　　　最上階へ移動させます。
　　　　特定距離感知スイッチがONした時（床上75ｍｍ）
　　　　にマグネットが遮断され、
　　　　ロープブレーキが作動し、かごは急停止します。
　　　　スタート階床面とかご床面の段差距離を測定し
　　　　計算する。（図4）

　　⑤　測定後、制御盤内にあるEMR-100J基板上の
　　　　J32部分の短絡コネクターを取り外し、復帰させます。
　　　　コネクターのさし間違いには注意して下さい。

　　⑥　安全スイッチをONし、UCMP盤のリセット釦を10秒
　　　　程度長押しして復旧して下さい。
　　　　リセット釦で復旧しなかった場合、メモリーにエラーが
　　　　残る場合があります。
　　　　エラーが残っていると再度、作動する場合があります
　　　　ので注意して下さい。

このテストを3回実施し、平均値を制動距離として下さい。
待機型ＵＣＭＰテスト時には、ＷＲＢが確実に閉じている
事を確認する事。
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【図４】
『制動距離＝測定段差距離(mm)ー75mm』

　２、ブレーキ動作感知スイッチ
　　　（注意：巻上機に付いているスイッチではありません。ロープブレーキ側です。）

　　①外観状況
　　　目視により確認し、破損・損傷など異常がないことを確認する。

　　②取付状況
　　　目視によるチェックマークの確認。緩みがないことを確認する。

　　③動作確認
　　　ロープブレーキを動作させ接点信号を確認する。ブレーキスイッチがON-OFF動作する
　　　ことを確認する。
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　　　ＰＬＣ制御　ＵＣＭＰ検査方法
ＰＬＣ制御戸開走行保護装置【UCMP 】の検査項目
以下、説明は制御盤内にテストボタンがあるタイプの測定方法です。

注意）戸開走行保護装置（UCMP ）は大臣認定を取得しており、大臣認定を受けた部品
及び機器・仕様の変更は認められていません。機器や部品を交換する場合、認定品の部品
と交換する必要があります。

戸開走行保護装置が設けられたエレベーターの制御盤（UCMP盤）には、UCMPの型式
及び大臣認定番号が表示されているので確認してください。

【主な対象機種認定番号】
ENNNUN-0344  ENNNUN-1024

ENNNUN-0345  ENNNUN-1029

ENNNUN-0306  ENNNUN-1018

ENNNUN-0346 ENNNUN-0975
制御盤に貼り付けしてある

ENNNUN-0826 ENNNUN-0736 注意銘板

ENNNUN-0847

ENNNUN-0549

ENNNUN-0523

ENNNUN-0871

ENNNUN-0889

ENNNUN-0907

ENNNUN-0668

ENNNUN-0678

ENNNUN-0688

ENNNUN-0698

ENNNUN-0708

ENNNUN-0722

UCMPが設けられているエレベーターは、下記の検査が必要となります。
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１．ブレーキ制動距離測定

（１）規定値
・制御盤に貼り付けしてある基準値ラベルを確認してください。
・制動距離が規定値以下で停止していることを確認してください。
・年次変化量が規定値以下であることを確認してください。

（２）測定手順

①まず以下の手順でUCMPの正常動作を確認する。
・自動運転モードの任意階レベル待機状態で、ドア全開してからTESTボタンを
連続３秒以上押す。
・UCMP作動、電磁接触器S１・S２を遮断すると同時にブザーが鳴る。
・１０秒後電磁接触器S１・S２が自動復帰すると同時にブザーが停止する。

②かご内無負荷状態にし、最下階から最上階へおくる。

③最上階への減速をしてから特定距離感知スイッチDZ1・DZ2がONする前にTEST
ボタンをＵＣＭＰ作動するまで押す。

④特定距離感知スイッチDZ1・DZ2がONしたとき(床前75mm)に電磁接触器S1・S2
が遮断され、かごは急停止する。

⑤手動運転モードに切替え、安全回路をOFFしてから、最上階床面とかご床面の段差
距離を測定して計算する。 （Ｐ３７、図４参照）

この試験を３回実施し、平均値を制動距離とする。

※注意
試験終了後、必ず安全回路はOFFからONにして、ＵＣＭＰリセットボタンを１０秒長押しし
次に手動から自動に切り換えの順番で、自動運転が正常にできる事を確認してください。
リセットボタンで復旧しなかった場合、メモリーにエラーが残り再度エラーになる事があります。

２、ブレーキ動作感知装置

(1) 外観状況
目視により破損・損傷など異常がないことを確認する。

(2) 取付状況
目視によりチェックマークの確認、緩みが無いことを確認する。
目視により破損・損傷など異常がないことを確認する。

(3) 動作確認
ブレーキを動作させ接点信号を確認する。ブレーキスイッチがON-OFF動作することを確認する。
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　　　ＰＬＣ制御　ＵＣＭＰ検査方法
ＰＬＣ制御戸開走行保護装置【UCMP 】の検査項目 以下説明はテストボタンが無いタイプ

注意）戸開走行保護装置（UCMP ）は大臣認定を取得しており、大臣認定を受けた部品
及び機器・仕様の変更は認められていません。機器や部品を交換する場合、認定品の部品
と交換する必要があります。

戸開走行保護装置が設けられたエレベーターの制御盤（UCMP盤）には、UCMPの型式
及び大臣認定番号が表示されているので確認してください。

【主な対象機種認定番号はＰ４１と同じ】
制御盤に貼り付けしてある
注意銘板

UCMPが設けられているエレベーターは、下記の検査が必要となります。
以下の試験を３回実施し、平均値を制動距離とする。
※注意
試験終了後、必ず安全回路はOFFからONにして、ＵＣＭＰリセットボタンを１０秒長押しし
次に手動から自動に切り換えの順番で、自動運転が正常にできる事を確認してください。
リセットボタンで復旧しなかった場合、メモリーにエラーが残り再度エラーになる事があります。

１．ブレーキ制動距離測定

（１）規定値
・制御盤に貼り付けしてある基準値ラベルを確認してください。
・制動距離が規定値以下で停止していることを確認してください。
・年次変化量が規定値以下であることを確認してください。

（２）測定手順

①まず以下の手順でUCMPの正常動作を確認する。
・自動運転モードの任意階レベル待機状態で、ドア全開してから制御盤入力信号
　Ｂ０６Ｃと２４Ｖを連続３秒以上短絡する。
・UCMP作動、電磁接触器S１・S２を遮断すると同時にブザーが鳴る。
・１０秒後電磁接触器S１・S２が自動復帰すると同時にブザーが停止する。

②かご内無負荷状態にし、最下階から最上階へおくる。

③最上階へ減速をしてから特定距離感知スイッチDZ1・DZ2がONする前に制御盤入力信号
　Ｂ０６Ｃと２４ＶをボタンをＵＣＭＰ作動するまで短絡し続ける。

④特定距離感知スイッチDZ1・DZ2がONしたとき(床前75mm)に電磁接触器S1・S2
　が遮断され、かごは急停止する。

⑤手動運転モードに切替え、安全回路をOFFしてから、最上階床面とかご床面の段差
　距離を測定して計算する。 （Ｐ３７、図４参照）
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